
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H23はA)＋Ｃ）

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 - 部・課

内　線

E-mail

担
当
課

建設部 建設政策課 技術管理室

3328

gijukan@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 公共事業再評価（公共事業評価監視委員会の運営）

10 02 02

長野県公共事業再評価実施要綱

実施方法
国庫･
県単

直接実施

実施期間 H10

県単独事業

根拠法令等

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

・長期間実施している公共事業の再評価を実施し、必要に応じ事業の見直し等を行うことにより、公共事業の効率性及びその
実施過程の透明性をより一層高める。

対　象 事業着手から長期間が経過した公共事業

目指すべき姿 長期間が経過した公共事業の再評価を実施し、効率性及び実施過程の透明性を図る。

事業内容
・事業着手から長期間が経過した公共事業について再評価を行い、対応方針を決定する。
・再評価を行うに当たり、学識経験者等の第三者から構成される長野県公共事業評価監視委員会を設置し、意見を聴く。

24年度（当初）

902 1,0981,183

22年度

1,004

23年度 23年度事業費の主な内訳

千円 1,254 1,098 ・報償費： 742
・旅費：　  322
・需用費：    5
・役務費： 114

千円 902 1,183 ―

千円

1.001.00 1.00

8,258

千円 9,219 9,441 9,356

千円 8,317 8,258

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分

　概　算
　人件費

人

単位

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
1箇所当たりの事業費

千円／箇所

22年度

回 3

左記以外のH23年度実績

再評価実施箇所数（活） 箇所 7 10 5

23年度 24年度（見込）

（効率指標　算出式）
　決算額／再評価実施箇所数

評価監視委員会開催回数（活）

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

・長期間が経過した公共事業については、見直しを行うために、
県による再評価が必要である。
・適正な再評価を行うために必要な第三者委員会を設置し、最
低限の経費により引き続き運営に努めていく。

b
期待どおり

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

■　横ばい□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし

■　当面余地なし
県の関与を見直す
余地

□　減少

■　当面余地なし

□　余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・再評価により効果の少ない事業の中止を行うとともに、継続事業にあっても事業規模の見直しやコスト縮減を引き
続き行っていく。
・公共事業に対する県民の目は引き続き厳しく、着手した事業を効率的に実施するとともに、実施過程の透明性を
高め、説明責任を果たすためには欠くことのできない事務（委員会）である

特記事項

4 4

長期間が経過した公共事業の再評価対象10箇所
の再評価案について、公共事業評価監視委員会
に意見を求め、事業の効率性、実施過程の透明性
を図るための再評価を行う。

公共事業評価監視委員会の意見を踏まえ、継続4件、見直して継続1件、
計画変更2件、一時休止1件、中止2件と決定した。

129 118 219


